
 1

 

 

 

日本保育者養成教育学会 第９回研究大会のご案内【対面開催】 

 

〈第１号通信〉 

 

 

 

大会テーマ：「保育職の社会的認知を高める未来戦略」 

      VUCAの時代に生きる保育者像の創出 

 
 

 

 

 

 

開催方法：【対面開催】 個人発表は、ポスター発表のみ 

 

 

主 催 校：鎌倉女子大学／鎌倉女子大学短期大学部  

 

 

 

事 務 局：名鉄観光サービス株式会社 仙台支店 
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【大会テーマについて】 

 

大会テーマ：「保育職の社会的認知を高める未来戦略」 

VUCAの時代に生きる保育者像の創出 

 

2025年3月1日（土）に日本保育者養成教育学会第9回研究大会が、鎌倉女子大学・鎌倉女子

大学短期大学部の共同開催で、久しぶりの対面による大会を開催する運びとなりました。第9回

研究大会は、「保育職の社会的認知を高める未来戦略～VUCAの時代に生きる保育者像の創出～」

と掲げました。 

我が国の保育者養成教育の歴史は戦後の教育制度改革以降、大いに発展しました。戦後すぐに幼

稚園の教員免許制度が整備され、大学における教職課程認定制度の導入をはじめ、保母資格要件

における厚生大臣から指定を受けた保母養成施設学校等の制度(当時)が確立して以来70年以上の

歴史を刻み、質の高い保育者の創出を目指し、大学等で行われる養成教育の質向上を図るための

改革が進められています。しかしながら保育者養成教育は今、多くの課題を抱えているのが現状

です。 

子どもを取り巻く環境の変化と共に、保育ニーズへの高まりを受け、｢保育職｣への社会的期待が

多岐にわたってくると、その仕事の重圧や負担感が注目されるや否や、以前にはあった保育職へ

の肯定的なイメージが無くなりつつあります。先の見えないVUCAの時代を支えるべく保育職は、

ますます厳しい現実と向き合っていると言えます。その影響を受けて保育者養成校に進学する学

生数の減少傾向は、全国の養成大学等の抱える深刻な問題になっています。｢保育職｣の職業的意

義や魅力を理解されず、その社会的認知は低下するばかりです。 

保育者養成教育は、今後どう進めば良いのか、従来の養成教育が歩んできた歴史的遺産にとら

われず、先の見えないVUCAの時代に、保育職が生き残るための戦略提案が喫緊の課題であると思

います。 

 第9回研究大会では、保育者養成教育の未来像を描くに当たり、養成校当事者性を含む各界の

視点を取り入れながら可視化的に課題を見いだし、保育者養成教育の活力を再生する契機となる

ことを願ってやみません。 

 さて、今回の大会は2つの基調講演、そして皆様の日頃の研究成果を発表する場は「ポスター

発表」に限定し対面実施をすることに致しました。懇親会も予定する中で、VUCAの時代を見据え

た保育者養成教育のあり方について、自由闊達な討議が行われ、全国の会員の皆様との有意義な

交流の場となるよう担当校として準備に当たって参りたいと思います。 

 多くの皆様のご参集を心よりお待ちしております。 

 

                                                   日本保育者養成教育学会 第9回研究大会  

大会委員長 松田広則（鎌倉女子大学）  

実行委員長 小泉裕子（鎌倉女子大学短期大学部）  
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◇開催日  2025（令和7）年3月1日(土)【対面開催】 

 

◇プログラム 

    9:00～    受付 

9:45〜    開会式 

   10:00〜11:00 基調講演Ⅰ 

  11:10〜12:10 基調講演Ⅱ 

12:15～12:45 総会 

12:45～13:45 昼食 

   14:00〜15:00 ポスター発表（第1セッション） 

   15:15〜16:15 ホスター発表（第2セッション） 

  16:30～16:45 閉会式 

 17:00～18:30 懇親会 

 

☆基調講演Ⅰ 

  テーマ： 未来を生きる子どもたちの視点に立つー子どもまんなか社会に向けたチャレンジー 

講師：高橋 洋平氏（鎌倉市教育長） 

 

☆基調講演Ⅱ 

  テーマ：養成保育士と試験保育士に寄せる期待 

講師：矢藤 誠慈郎氏（和洋女子大学教授） 

 

１ 大会参加の申し込み・費用 

 １）申し込み方法 

  ・大会参加の予約申し込みは、学会ホームページ（以下「学会HP」という） 

    URL → http://www.h-yousei-edu.jp/ から行ってください。 

  ・大会参加の予約申し込み（参加費 会員5,000円 非会員5,500円）の締め切りは、 

2025（令和7）年1月31日（金）となります。 

 

 ２）大会参加費の納入 

  ・大会参加費の納入締め切りは、2025（令和7）年1月31日（金）です。 

 

 ３）費用 

大 会 

参加費 

会 員 
予約参加             5，000円 

当日参加             6，000円 

非会員 
予約参加             5，500円 

当日参加             6，500円 

弁当代1食（予約申込） 1，000円 

情報交換会 5，000円 

※情報交換会は，会場の都合上、先着150名までとさせていただきます。 

 

http://www.h-yousei-edu.jp/
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２ 研究発表について 

 １）研究発表の資格 

  発表者（筆頭発表者および連名発表者）は、以下の条件を満たしていることが必要です。 

   ①2024（令和6）年10月31日（木）現在、本学会の正会員であること。 

   ②2024年度会費を2024（令和6）年10月31日（木）までに納入済みであること。 

   ③研究発表申し込みを2024（令和6）年11月30日（土）までに学会HPから行うこと。 

   ④発表要旨原稿を2025（令和7）年1月31日（金）までに学会HPから登録すること。 

    (発表要旨原稿の様式は、学会HPをご確認ください) 

   ＊研究発表申し込みについては、すべて学会HPからの手続きとなります。 

   ＊研究発表申し込みの開始日は、2024（令和6）年10 月1 日（火）になります。  

   ＊研究発表申し込みまたは発表要旨原稿の登録が上記期限を過ぎた場合は、受付はできま 

    せんので、ご注意ください。 

 

 ２）研究発表の区分 

  研究発表申し込みの際に、必要な発表区分は次の通りです。 

   A．保育者の専門性、資質・能力、保育者養成における今日的課題など 

   B．保育実践研究、保育実践現場との共同研究など 

   C．保育実習・教育実習、実習指導、対人援助職のキャリアデザインなど 

   D．授業実践研究など 

   E．子育て支援、地域連携、高大連携など 

   F．保育者研修、キャリアアップなど 

 

 ３）研究発表の形態と予定数 

  ポスター発表：200件程度まで 

＊発表件数については、上記件数を上限とさせていただきます。 

   ＊本大会はポスター発表のみの実施となります（口頭発表はございません）。 

 

 ４）研究発表の制約 

   ①発表研究は、大会での発表時において未発表であるものに限ります。すでに印刷製本し 

    て公表された研究（単行本、学会誌、紀要［大学、研究会、園等］、雑誌等に発表され 

    たもの）は、大会において発表することはできません。 

   ②筆頭発表は、１人１回に限ります。ただし、連名発表者となる場合は、筆頭発表を含め

て２発表まで認められます。 

同一研究グループ内で発表者を分散させるなどして、複数の発表をする場合も、 

実質上同一研究グループによる研究である限り、２発表を超える発表はできません。 

   ③同一のテーマについては、２発表まで認められます。タイトルの一部を変えても、実質 

    上連続した発表である場合は、２発表を超える発表はできません。 

 

 ５）研究発表の成立条件 

   ①ポスター発表は、「ポスターでの発表」「質疑応答への参加」「要旨集への要旨の 

掲載」の３条件を満たすことで正式発表と認められます。また発表者は「発表説明責任 

時間」の間、自分のポスター掲示場所に在籍していなければならず、なおかつポスター 
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は所定の時間掲示されなければなりません。 

   ②発表者は、分科会開始前に分科会会場での受付を済ませ、その会場にて待機してくださ

い。 

   ③研究発表の際、筆頭発表者および連名発表者は必ず分科会に出席し、ポスター前で待機 

してください。 

   ④筆頭発表者がやむをえない理由で発表ができなくなった場合、事前に大会実行委員会の 

承認を得ることで、連名発表者（他の発表で筆頭発表者となっていない者）が筆頭発表 

者となることができます（筆頭発表者の交代）。座長への届け出での取り下げおよび 

交代は無効です。 

   ＊以上に反することが確認された発表は、『発表取り消し』となる場合があります。 

 

 ６）ポスター発表の方式について 

①発表時間：ポスター発表の第1セッション（14:00～15:00）または第2セッション

（15:15～16:15）のいずれか指定された時間の60分間はポスターを掲示してください。 

そのうち前半または後半の30分間の「発表説明責任時間」では、座長がそれぞれの発表に

ついて質疑等を行いますので、必ずポスター前に在席をしてください。「発表説明責任時

間」に不在の場合は『発表取り消し』となりますのでご注意ください。 

②発表形式：おおむね縦180㎝×横90㎝のスペースに、研究題目・発表者・所属が明記  

された研究の要旨・図・表・写真等からなるポスターを準備し、研究内容の説明と質疑応

答等をしながら、自由に討論を深めます。 

 

３ 大会参加・研究発表申し込みに関する注意事項 

 １）申し込み方法に関する注意事項 

   ①大会参加は、学会HPからお願いします。連名発表者も、必ず参加登録をお願いします。 

    以下の注意事項をよくご覧の上、各種の申し込み手続きを完了してください。 

   ②申し込み時には【申込完了メール】が自動配信されます。これにより、申し込まれた内 

    容が受理されたこととなります。【申込完了メール】が配信されない場合は、申し込ま 

    れた内容が受理されていない状態ということですので、くれぐれもご注意ください。 

  ③申し込みに際して、【申込完了メール】が受け取り可能なサーバーをご利用ください。 

   お勤め先のサーバーや、メール送受信に使用するソフトの設定によっては、【申込完了 

   メール】が受信されない場合がありますので、くれぐれもご注意ください。 

  ④【申込完了メール】に記載されたURLから再度ログインしていただき、〈参加者情報〉 

   画面の〈申込内容〉ボタンをクリックして、申し込まれた内容をご確認ください。 

  ⑤申し込み日を起点として【申込完了メール】が3日以内に届かない場合には、お手数で 

   すが、申し込み日から10日以内に「第９回研究大会に関するお問い合わせ先」までご連 

   絡をお願いします。それ以降のお問い合わせにつきましては、ご容赦ください。 

 

 ２）その他 

   ①大会参加・研究発表申し込みともに、開始は2024（令和6）年10月1日（火）からに 

    なります。 

   ②詳細につきましては、随時、学会HPに掲載をしていきますので、今後の学会HPからの 

    情報発信にご注目ください。  
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４ 今後のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大会参加・研究発表及びお支払い手続き等に関するお問い合わせは、今大会の運営業務を委託 

している以下の［名鉄観光サービス株式会社仙台支店］の担当者に直接ご連絡ください。 

 

日本保育者養成教育学会  第9回研究大会に関するお問い合わせ先 

名鉄観光サービス株式会社 仙台支店（大会事務局） 

 〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央4丁目10－3 JMFビル仙台01 6階 

  TEL：022-227-3611  FAX：022-261-4623 

  E-mail： hoikusyayousei09@mwt.co.jp 

営業時間 9:30～17:00（土・日・祝日休業） 

担当：植松・柿崎・渡辺 
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